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太
子
町
長　

浅
野　

克
己

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

　

み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
の
幕
開
け
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
平
素
は
、
本
町
行
政
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

私
は
、
昨
年
の
町
長
選
挙
で
、
二
期
目
の
町
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
初
心
を
忘
れ
ず
、
気
持
ち
を
引
き

締
め
て
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
政
で
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
復
興
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
政
策
、
不
透
明
な
経
済
情
勢
、
安
全
保
障
環
境
、
超
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
な
ど
、
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
日
本
経
済
を
再
生
さ
せ
、
雇
用
と
暮
ら
し
に
安
心
感
を
も
た
ら
し
、

未
来
に
希
望
の
持
て
る
施
策
を
、
い
か
に
し
て
実
行
し
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、『
誰
も
が
住
み
た
く
な
る　

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち　

太
子
町
』
の
実
現
に
向
け
て
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
中
心
に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
充
実
な
ど
、
府
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
子
育
て
支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
年
も
、
具
体
的
な
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　

と
り
わ
け
本
年
は
、
こ
れ
ま
で
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
協
働
し
て
蒔
い
て
き
た
種
が
、
美
し
い
花
を
咲
か
す
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
具
体
化
す
る
年
で
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
昨
年
十
二
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
「
太
子
町
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
協
会
」
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
や
、
ま
ち
お
こ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
情
報
発
信
拠
点
と
な
る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
支
援
施
設
を
、
今
秋
の
オ
ー

プ
ン
を
め
ざ
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
竹
内
街
道
が
敷
設
さ
れ
千
四
百
年
の
節
目
の
年
に
も
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
大
阪
府
や
奈
良
県
、
沿
道
の
十
市
町
村

が
と
も
に
連
携
し
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
を
、一
年
を
通
じ
て
展
開
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
や
、
山
田
小
学
校
体
育
館
の
新
築
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
地
域
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
、
取
り
組
み
こ
そ
が
、
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
礎
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民
の
み
な
さ
ま
、
議
会
議
員
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
太
子
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　　
　

平
成
二
十
五
年　

元
旦

���



◆問合せ　　
　総務政策グループ　　　　　　☎98-0300
　にぎわいまちづくりグループ　☎98-5521
　生涯学習グループ　　　　　　☎98-5534

▲浅野町長
    （かつみん）

　竹内街道・横大路は、613年に推古天皇により敷設されたことが

「日本書紀」に記され、大阪・難波から奈良・飛鳥を東西に結んだ

最古の官道です。今年、2013年（平成25年）で1400年の節目を

迎えました。竹内街
道

竹内街
道

竹内街
道

　竹内街道・横大路は、613年に推古天皇により敷設されたことが

　「竹内街道は2013年
　　敷設1400年を迎えました !」
　「竹内街道は2013年　「竹内街道は2013年
　　敷設1400年敷設1400年を迎えました !」を迎えました !」

みなさんご存知ですか？

　「竹内街道は2013年
　 敷設1400年を迎えました !」

～これまでの経過～
　1400年の節目を契機に、「歴史・文化を中心に竹
内街道を盛り上げ、地域活性化につながれば…」と
考えました。その先駆けとして平成24年9月18日に
府県の枠を超えて、12の自治体（大阪府・大阪市・
堺市・松原市・羽曳野市・太子町・奈良県・葛城市・
大和高田市・橿原市・桜井市・明日香村）が集まり、
本町にて「1400年首長サミット準備会」が行われま
した。
　準備会では、実行委員会を設立し、本町が実行委
員会会長となりました。また、自治体が一体となり、
産学民と連携・協働しながら、竹内街道・横大路（大
道）とその周辺地域の魅力を再発掘し、「街道」を盛
り上げていくことなどが話し合われました。

～今後の取組み～
　「1400年首長サミット」開催に向け、産民官学が
連携し、様々なアイデアを出し合い、竹内街道・横
大路 (大道 ) 沿道を中心とした連携イベントの実施や
情報発信により「まちおこし」をすすめていきます。
　本町でも、竹内街道を盛り上げるため、「太子町竹
内街道1400年実行委員会」を立ち上げます。
　これからの各自治体の関連イベント情報などにつ
いては、広報太子・町ホームページで掲載していきます。

みんなで盛り上げましょう！！
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1400年
1400年

石舞台古墳（いしぶたいこふん）
島庄（しまのしょう）と呼ばれる地に隣
接して造られた巨大な古墳で、蘇我馬
子の墓と考えられています。
馬子は飛鳥川のほとりの嶋の邸宅（し
まのていたく）に住み、「嶋大臣」（し
まのおとど）と呼ばれていました。

小墾田宮（おはりだのみや）
推古天皇が603年に遷り政治
を行った都。
雷丘東方遺跡（いかづちのお
かとうほういせき）で「小治
田宮」（おはりだのみや）と記
された古代の土器が発見され
るも、宮殿跡などは発見され
ておらず、その場所は未だ謎
となっています。

藤原京・藤原宮跡（ふじわらきょう・
ふじわらきゅうあと）
持統天皇（じとうてんのう）が694年に
遷都（せんと）した日本最初の本格的な
都。
京域はかつて北を横大路、東西を中ツ
道（なかつみち）・下ツ道（しもつみち）
で囲まれた範囲とされていましたが、
現在では大和三山も入る大きな宮都で
あったと考えられています。

綿弓塚（わたゆみづか）
江戸時代の俳人、松尾芭蕉の歌碑（かひ）。
芭蕉は「笈の小文」（おいのこぶみ）、「野
ざらし紀行」（のざらしきこう）の旅で竹
内村出身の門人である千里邸に身を寄
せ、「綿弓や琵琶に慰む竹の奥」（わたゆ
みや びわになぐさむ たけのおく）の句を
詠んでいます。

飛鳥戸神社（あすかべじんじゃ）
祭神は高句麗（こうくり）と戦った百済
（くだら）の武寧王（ぶねいおう）の父で
あった昆伎王（こんきおう）。
この地は大和の遠つ飛鳥に対して近つ
飛鳥とされた故事、履中天皇（りちゅ
うてんのう）の逃避行の舞台とされま
す。

専立寺（せんりゅうじ）
高田御坊（たかだごぼう）と呼ばれる浄土真
宗大和五ヶ所御坊の一つ。本願寺12世准如
（じゅんにょ）が新庄の大名桑山氏より土地
寄進を受け建立し、門前には寺内町が発達
し、南の横大路まで広がっていました。

當麻寺（たいまでら）
聖徳太子の弟、麻呂子皇子（まろこの
みこ）が建立し、寺号を改め當麻寺と
なったと伝えられます。中世には中将
姫伝説（ちゅうじょうひめでんせつ）と
當麻曼荼羅（たいままんだら）を中心に
浄土信仰の霊場として栄えました。

今井町・称念寺（いまいちょう・しょう
ねんじ）
戦国時代末期に今井兵部（ひょうぶ）が称念
寺の前身の道場を建立し、一向衆徒により
砦のような寺内町が発達しました。
江戸時代には横大路を活かし自治都市とし
て活発な商業を行い「大和の金は今井に七
分」とも言われました。

海柘榴市跡（つばいちあと）
横大路の東端、初瀬川（はつせ
がわ）の右岸にあった古代の市
（いち）の跡。
552年に百済の聖明王（せいめ
いおう）が仏教を伝えた時こ
の地に上陸したと考えられ、
仏教伝来の地とされます。
最初の遣隋使（けんずいし）・小
野妹子（おののいもこ）も隋の
使者・裴世清（はいせいせい）
を伴いこの地に立ちました。

　最古の官道 竹内街道・横大路の沿道には、
1400年の歴史を語る、たくさんの史跡や寺社仏
閣があります。
　ここにご紹介するのは、そのほんの一部です。
皆さんも長い歴史のある「大道」沿道の町を訪
ねてみませんか。

日本書紀 推古21年（613）の条

　「自
なにわより みやこにいたる おおぢをおく

難波至京置大道」 ・・・
フムフム、推古天皇が613年に
　　　　最古の官道を造ったのか～

応神天皇陵・古市古墳群（おうじんてんの
うりょう・ふるいちこふんぐん）
全長425ｍで仁徳陵に次ぐ大きさ、墳丘（ふん
きゅう）体積ではそれを凌ぐ巨大な古墳です。
古市古墳群にはこのような全長200ｍを超す
巨大な前方後円墳が７基も築かれています。
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孝徳天皇陵（こうとくてんのうりょう）
645年に中大兄皇子（なかのおうえのおう
じ）・藤原鎌足（ふじわらのかまたり）と共に
大化改新を推し進めた孝徳天皇の「大坂磯
長陵」（おおさかしながのみささぎ）。
「枕草子」（まくらのそうし）で清少納言が
「鴬陵」（うぐいすのみささぎ）と記し、美
しい陵の一つとして挙げたのがこの御陵と
伝えられます。

聖徳太子御廟・叡福寺（しょうとく
たいしごびょう・えいふくじ）
最古の官道・大道の敷設を命じた推古
天皇の摂政（せっしょう）、聖徳太子の
御廟。仏教を広めるなど大きな功績を
残し、今でも広く信仰を集めています。
叡福寺はこの太子の菩提を弔うために
推古天皇が建立したと伝えられます。

野中寺（やちゅうじ）
聖徳太子の命により蘇我馬子が
建立したと伝えます。
古くは南大門が竹内街道に面す
る大伽藍（がらん）で、境内には
往時を伝える巨大な塔心礎（とう
しんそ）が残されます。

百舌鳥古墳群・仁徳天皇陵（もず
こふんぐん・にんとくてんのう
りょう）
４世紀後半から５世紀後半の倭の
五王の時代に造られた大古墳群で、
仁徳天皇陵は三重の濠が巡る日本
最大の古墳です。

竹内街道の基点（たけのうちかいどう
のきてん）
自治都市として栄えた「堺」の中央にあ
る堺市大小路の辻（おおしょうじのつじ）
には、昭和33年に堺市が建立した石碑が
あり、「泉攝両国／堺南北両庄／の界大
小路」と刻まれています。

堺旧港・堺灯台（さかいきゅうこう・
さかいとうだい）
堺旧港は中世に海外貿易港として発展し
ました。波止場に立つ堺灯台は明治10年
（1877）に市民の寄付によって建てられ
た白色の六角錐の形が大変美しい建築物
で、国指定史跡に指定されています。

最古の官道、竹内街道・横大路（大道）とは…
　竹内街道は堺市の大小路から金岡、松原市の岡、
羽曳野市の野々上や古市を抜け、太子町を通って
二上山の南竹内峠を越え、奈良県葛城市當麻の長
尾神社に至る、全長26㎞の街道です。
　『日本書紀』（にほんしょき）の推古天皇21年
（613）に「難波より京に至る大道を置く」（なに
わより みやこにいたる おおぢをおく）と見え、
この難波津から飛鳥の都「小墾田宮」（おはりだの
みや）へゆく日本最古の官道のルートが竹内街道・
横大路と重なるものと考えられています。難波津
から南下し、金岡あたりで竹内街道ルートを通り、
長尾神社付近から奈良盆地を横断する横大路を
通って飛鳥にでます。これが竹内街道を「最古の
官道」と呼ぶ理由です。
　街道沿いは、これにふさわしく推古天皇をはじ
めとする飛鳥時代の王陵が並び、わが国最初の和
歌集『万葉集』（まんようしゅう）の歌人らも訪れ、
　大坂を　我が越え来れば　二上に
　　　　　　　もみぢ葉流る　しぐれ降りつつ
　飛鳥川　もみぢ葉流る　葛城の
　　　　　　　山の木の葉は　今し散るらし
などの優れた歌を残しています。また、その後に
盛んとなった西国５番札所の葛井寺をひとつとす
る西国巡礼や伊勢参り、大峰参詣のための巡礼街
道として、また堺と大和を結ぶ経済の道として賑
わいました。

難波宮跡・難波津（なにわのみやあと・
なにわづ）
大化改新（645）で造営された孝徳天皇
の「難波長柄豊碕宮」（なにわのながらと
よさきのみや）と考えられます。
大陸からの使者を迎えた難波津はこの北
を流れる大川沿いにあったとされます。

四天王寺（してんのうじ）
聖徳太子の創建と伝える古寺。飛
鳥時代に仏教の受容をめぐる蘇我
氏と物部氏の対立で太子が勝利を
祈願し発願しました。

発掘された「難波大道」（なにわだいどう）
昭和55年に大和川今池遺跡（やまとがわいま
いけいせき）の調査で、幅約18ｍの古代の道
路跡が発見されました。
この道こそが推古天皇の置いた大道（おおぢ）
であったと考えられています。

丹比柴籬神社（たじひしばがきじんじゃ）
祭神は反正天皇（はんぜいてんのう）で中国・
宋（そう）に使者を送った倭の五王の一人。
反正天皇が仁徳天皇の難波高津宮（たかつのみ
や）から移した「河内丹比宮（かわちたじひの
みや）」跡と伝えられます。

松原茶屋・茶屋筋（まつばらちゃや・
ちゃやすじ）
松原市岡は竹内街道と中高野街道（な
かこうやかいどう）の交差点で松原茶
屋と呼ばれ、高野山はもちろん葛井寺、
聖徳太子御廟、お伊勢参りと旅人で賑
わい、街道は茶屋や宿屋が軒を連ね茶
屋筋とも呼ばれました。

大道のルート
竹内街道

（難波津～飛鳥・小墾田宮）

（堺市大小路～葛城市長尾）7



協会役員：小路会長（写真左下）、角田副会長（写真右下）、
松井副会長（写真右上）、和田会計（写真左上）

総会の様子

　平成24年12月17日（月）、町立万葉ホールで、太子町観光・まちづく
り協会設立総会が行われました。協会では、観光事業の強化と、住民
主体のまちおこし活動への総合的な支援や調整を行う組織として、町
の活性化に向けた取組みを進めます。

Ⅰ .　ＰＲ
Ⅱ．サポート
Ⅲ．人材育成
Ⅳ．商品開発
Ⅴ．連携協働

イベントの企画立案、研修会への参加、
特産品やPRグッズの開発、などなど。
まちの活力につながることを、あなた
が主役で、みんなと一緒に！！

◆問合せ
　太子町観光・まちづくり協会事務局
　☎98-5521
　 （１月～３月は、にぎわいまちづくりグルー
プまでお問い合わせください）

⬅ ➡
協会会員
になると
…

“私たちみんな
の町”です。
一緒に盛り上げ
ましょう！”

マニフェストの
一つです。

太子町観光・まちづくり協会が設立されました！太子町観光・まちづくり協会が設立されました！
巡る

学ぶ

観る

食べる

まちおこし

まちは“宝”がいっぱい。この一歩を共に歩みませんか？
あなたの参加をお待ちしています。 【会員種別と年会費】

正会員Ａ：
　 町内で観光関連事業を行う
もの 20,000円
正会員Ｂ：
　 町内でまちおこし活動を行 
うもの 10,000円
賛助会員（個人）：
　本会の趣旨に賛同する個人
 3,000円 / 口
賛助会員（団体）：
　本会の趣旨に賛同する団体
 10,000円 / 口
【申込方法】
申込書は、にぎわいまちづ
くりグループ窓口で配布、町
ホームページでダウンロー
ドできます。

会員募集中

浅野町長

▲

（かつみん）

8



　今回は、「いじめ」を
テーマにしたビデオ鑑
賞の後、児童たちが身
近な問題として真剣に
話し合いました。
　次回は、１月24日
（木）に、磯長小学校で
人権教室を行います。

人権教室
　町立磯長、山田小学校と町
立中学校の児童・生徒の皆さ
んが、秋に種をまき、大切に
大きく育てた花を、「花のあ
るまちづくりの会」の人たち
と一緒に、道路沿いの花壇な
どに植え付けました。

花プロジェクト

　これから色とりどりの花を咲かせ、道往く人々の目を楽
しませてくれます。

　11月21日（水）、町内の主要
幹線道路を中心に、ＮＴＴ西
日本㈱、関西電力㈱、富田林
警察署、大阪府富田林土木事
務所の協力を得て、不法看板
の撤去作業を行いました。
　道路の歩道柵や街路樹、電

不法看板撤去

柱などに無断で貼られたはり紙や看板などは、まちの景観
を損ない、通行の妨げになる恐れがあるため、今後も引き
続き撤去作業を進めていきます。

　献血推進月間中の、12月
３日（月）、太子町献血推進協
議会会員の皆さんが、上ノ太
子駅前でポケットティッシュ
の配布を行い、献血への協力
を呼びかけました。
　いつでも患者さんに血液を

献血キャンペーン

お届けできるよう、献血のご協力をお願いします。

　12月２日（日）、クリーン
キャンペーンを行いました。
　住民の皆さん、早朝よりご
協力ありがとうございました。
　20年以上の年月を経て、
クリーンキャンペーンは「ま
ちを自らの手で綺麗にする取

クリーンキャンペーン

り組み」として町に根付いた清掃活動となっています。

　11月15日（木）、山田小学校４年生の２学級で、人権擁
護委員による人権教室が行われました。
　人権教室は、児童たちに他人への思いやりや、いたわり
の心といった人権尊重意識を持ってもらうことを目的とし
た啓発活動です。

の皆さんといっしょに
見守りました。
　子どもたちが安全・
安心に暮らせるように
「地域でつくる安全・
安心の和」をみんなで
拡げましょう。

地域安全センター活動
　11月16日（金）、地域安全センターの皆さんが、磯長小
学校の「なかよし二上遠足」で、子ども見守り活動を行わ
れました。
　小学校から二上山雌岳頂上までのコースの危険箇所で、
竹内街道を歩く児童が交通事故に遭わないように、ＰＴＡ

　琉球芸能は、愛
と平和と明るさに
満ちた人間讃歌が
脈々と流れていて、
参加した皆さんに
生きる力を与えて
くれました。

人権啓発推進大会
映画「戦

いくさ

場
ば

ぬ童
わらび

」と琉球芸能『はいさい』
　12月３日（月）、町立万葉ホールで、沖縄はいさい歌舞
団を招き、人権啓発推進大会を行いました。
　今年は、「ひびけ、沖縄のこころ」と題して、映画「戦
場ぬ童」と琉球芸能「はいさい」が披露されました。

�



◆
平
成
24
年
度
大
阪
府
社
会
福
祉
大
会

　

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長
表
彰

　

松
井　

史
郎

◆
第
４
回
Ｍ
Ｍ
Ａ　

Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

•
勝
利
者
賞

　
　

田
中　

颯
太（
山
田
小
５
年
生
）﹇
写
真
左
﹈

　

・
テ
ク
ニ
ッ
ク
賞

　
　

田
中　

柊
士（
山
田
小
４
年
生
）﹇
写
真
右
﹈

◆
第
４
回
競
拳
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ッ
ク

　

Ｃ
ク
ラ
ス　

勝
利
者
賞

　

田
中　

柊
士（
山
田
小
４
年
生
）

◆
第
43
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

陸
上
競
技
大
会

　

走
り
高
跳
び　

第
５
位

　

黒
坪　

巧（
太
子
中
３
年
生
）

◆
西
日
本
小
学
生
選
手
権
大
会

　

大
阪
府
予
選

　

軟
式
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝

　

泉
谷　
　

茜
音（
磯
長
小
６
年
生
）﹇
写
真
左
﹈

　

米
田　

つ
む
ぎ（
磯
長
小
６
年
生
）﹇
写
真
右
﹈

◆
オ
ー
タ
ム
カ
ッ
プ　
準
優
勝

　

�

太
子
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

　子育て交流の場として親子で遊びを
楽しむ「たんぽぽ広場」を行います。
　お気軽に遊びに来てください。
［と　き］１月23日（水）

午前９時45分〜11時15分
※�予約不要（午前９時15分〜45分の
受付時間内にお越しください。）

［ところ］町立幼稚園（遊戯室・園庭）
［対　象］	平成22年４月１日以前に生

まれた保育園や幼稚園に就
園していないお子さんと保
護者

［内　容］	自由遊び、ふれあい遊びなど
［持ち物］	着替え、水筒、タオル、上

靴などをご持参ください。
※�おもちゃ、お菓子は持ってこないで
ください。
※車での来園はご遠慮ください。
※随時「子育て相談」も行っています。
◆問合せ　
　教育総務グループ　☎98−5533
　町立幼稚園　　　　☎98−0321

あつまれ！「たんぽぽ広場」に
参加してみませんか

　町は、平成21年からストック運動教
室を行っています。その後、多くの人
がストックに興味を持ち、手持ちのス
トックを使って歩いています。
　ひとりは寂しい・ストック仲間と話
したい・歩き方をもう一度確認したい、
などの理由で毎月集まっていますの
で、興味のある人はぜひ、ご参加くだ
さい。
［と　き］毎月第３火曜日

午前10時〜正午
［ところ］町立保健センター
［対　象］	ストックウォーキングに関

心や興味のある人
［コース］	ツール・ド・大阪・たいし

ウォーキングコース（３㎞
または６㎞）

［持ち物］ストック（当日貸出有）
※詳しくは、お問い合わせください。
◆問合せ
　健康増進グループ　☎98−5520

一緒にストックで
歩きませんか？

二上杯テニス大会（太子町テニス大会）
○混合ダブルス（11月18日）
　優　勝　山田　善昭
　　　　　釘田　久美
　準優勝　寺村　昌文
　　　　　武藤　淳子
　第３位　十時　久延
　　　　　西村恵美子
○男子ダブルス（11月25日）
　優　勝　中村　康二
　　　　　上藪　一樹
　準優勝　田中　春樹

　準優勝　竹内　英史
　第３位　遠山　典男
　　　　　浅野　雅一
○女子ダブルス（12月２日）
　優　勝　長岡裕巳子　　
　　　　　西脇佐登美
　準優勝　武藤　淳子
　　　　　中嶋裕美子
　第３位　槌野かほり
　　　　　常陰いく子

　電気いらずで災害に強い薪ストーブ
は、環境保全・防災に対応した暖房設
備として注目されています。
　今回は、薪ストーブの楽しみ方など、
わかりやすく説明します。
［と　き］１月26日（土）

午前11時〜正午
［ところ］
［河内長野市立林業総合センター
［「木

きんこんかん

根館」
［定　員］先着30人
［参加費］無料
［申　込］１月８日（火）午前９時〜
※定員になり次第締め切ります。
◆問合せ　
　河内長野市立林業総合センター
　「木根館」☎64−8151

薪ストーブセミナー

　表紙のイラストは、町ホームページ
からダウンロードできますので、年賀
状など、自由にご利用ください。

人敬
称
略

はなまる
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▪
恙
な
き
身
を
い
と
ほ
し
み
初
手
水	

小
路
喜
与
志

▪
夜
神
楽
の
三
日
三
晩
の
笛
ひ
び
く	

明
石　

志
郎

▪
賀
状
か
ら
友
の
笑
顔
が
浮
か
び
来
る	

高
田　

正
裕

▪
い
に
し
へ
の
街
道
を
守
り
注
連
飾
る	

麻
野　

明
子

▪
二
タ
上
を
借
景
に
し
て
寒
牡
丹	

増
尾　

春
江

▪
笹
鳴
や
孝
徳
陵
に
佇
め
ば	

丸
山　

秀
子

▪
一
つ
家
に
四
世
代
住
み
雑
煮
膳	

西
村
美
智
子

▪
紫
の
袱
紗
の
匂
ふ
京
お
せ
ち	

杉
山　

豊
子

▪
ホ
句
と
い
ふ
楽
し
み
あ
り
て
屠
蘇
を
酌
む	

加
賀
井
如
峰

▪
卒
寿
て
ふ
い
の
ち
賜
り
明
け
の
春	

南　
　

魚
水

▪
新
米
を
食
す
幸
せ
か
み
し
め
て	

笹
部　

次
夫

▪
去
年
か
ら
新
年
繋
ぐ
見
え
ぬ
線	

山
本　

博
子

▪
新
し
く
歴
史
ひ
も
と
く
灯
路
ま
つ
り	

吉
村
阿
佐
緒

▪
友
よ
り
の
新
鮮
野
菜
食
そ
そ
る	

春　
　
　

子

▪
水
仙
の
青
い
新
芽
が
ス
ク
ス
ク
と	

上
田　

恒
子

▪
新
年
の
招
福
支
を
色
紙
に
か
く	

植
田　

清
子

▪
新
社
員
か
た
く
な
ら
ず
に
が
ん
ば
っ
て	

上
田
美
佐
子

▪
除
夜
の
鐘
新
年
迎
え
感
謝
す
る	

三
浦
冨
美
子

▪
新
春
に
凛
と
佇
む
二
上
山	

籾
山　
　

隆

▪
異
常
な
し
独
居
老
人
新
年
も	

山
下　

和
男

▪
人
類
は
医
学
が
進
み
新
分
野	

川
村　
　

勤

▪
新
聞
紙
ま
る
め
て
遊
ぶ
無
邪
気
な
子	

奥
田　

芳
江

▪
新
し
い
年
だ
禁
煙
今
年
こ
そ	

桑
原　
　

優

公
民
館
行
事
予
定
表　

₁
月

▼「
た
い
し
く
ん
」
パ
ナ
ク
レ
イ
教
室

　
　

１
月
24
日（
木
）　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
折
紙
教
室

　
　

１
月
16
日（
水
）　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
古
典
教
室

　
　

１
月
20
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

１
月
19
日（
土
）・
26
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
〜
４
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば　

₁
月

［
と　

き
］
１
月
19
日（
土
）

［
と　

き
］
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

月
１
回（
第
３
土
曜
日
）
約
30
分

　

ご
都
合
の
つ
く
月
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
図
書
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

（
☎
９
８
︱
５
５
２
６
）

■
ゆ
ず
り
ま
す

•

木
製
机　
折
り
た
た
み
式　

２
脚

サ
イ
ズ
120
㎝
×
80
㎝
×
30
㎝［
無
料
］　

•

ビ
デ
オ
テ
ー
プ（
子
ど
も
用
ア
ニ
メ
）

６
本［
無
料
］

•

オ
ル
ガ
ン［
無
料
］

•

植
木（
鉢
植
え
）　
マ
ツ
リ
カ　
マ
ン
サ
ク

　
バ
ン
ク
シ
ア　
高
さ
１
ｍ
前
後［
無
料
］

■
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い

•

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
２
台［
無
料
］

•

大
正
琴（
複
数
台
）［
無
料
］

◎
ゆ
ず
り
た
い
も
の
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
友
の

会
会
員
ま
た
は
事
務
局
、
に
ぎ
わ
い

ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ　

☎（
９
８
）

５
５
２
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

パピーウォーカー（子犬飼育ボランティア）募集！
　盲導犬候補の子犬を、生後50日〜約１歳になるま
での10か月間、飼育していただくボランティアです。
　この飼育期間に子犬たちは、愛情をたっぷり受け、
人との信頼関係を築き、社会のルールを学びます。
○対象家庭の条件
•留守が少ない
•室内飼育が可能である
•車を持っている
•現在、犬を飼っていないのが望ましい（相談可）
•ある程度の経済的負担が可能
※必要な備品は貸与します。
※�しつけや健康面については、担当職員が訪問し、
相談や指導します。
◆問合せ
　社会福祉法人　日本ライトハウス盲導犬訓練所
　（千早赤阪村東阪1202）　☎72-0914

俳
句

敬
称
略

川
柳

　

新

敬
称
略

●
２
月
号
の
題
は「
福
」（
締
め
切
り
１
月
５
日
）。
３
月
号
の
題
は「
命
」

（
締
め
切
り
２
月
５
日
）
で
す
。

ひとのうごき
� （　）内は前月比

�人　口�14,223人人（− 5）� 転入	 30人
� 男� 6,977人人（− 4）� 転出	 25人
� 女� 7,246人人（− 1）� 出生	 4人
�世帯数� 5,298世帯（− 2）� 死亡� 14人

まちの面積　　14.17㎢
（12月₁日現在）

　こんぺいとう広場ではやわらぎ・松の木両保育園で、
園庭開放を行っています。
　なお、育児相談は、毎週水曜日の保健センターの相談
日をご利用ください。
〔開催日〕
〔○やわらぎ保育園　１月９日（水）
〔○松の木保育園　　１月15日（火）
〔※受付時間　午前９時45分〜10時
〔対　象〕�１歳〜４歳未満のお子さんと保護者。
〔内　容〕	各園へお問い合わせください。
〔※�着替え、水筒（お茶）、タオルなどをお持ちください。
〔※�おもちゃ、お菓子は持ってこないでください。
〔※�予約不要（受付時間内にお越しください。）
〔※車での来園はご遠慮ください。
◆問合せ
　やわらぎ保育園　　☎98−0063
　松の木保育園　　　☎98−2882
　健康増進グループ　☎98−5520

こんぺいとう広場
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